
 

令和８年度県外大学生と県内企業における交流プログラム企画・運営業務 

公募型プロポーザル選定委員会　議事要旨 

 項　　目 内　　　　　容

 １ 日　　時 令和８年３月 12 日から令和８年３月 17 日まで

 ２ 場　　所 書面審査のため、各委員に持ち回り

 

３ 出席委員

広島県総務局広報課デジタル・ディレクター 

広島県商工労働局人的資本経営促進課担当課長（女性活躍担当） 

広島県商工労働局自動車・新産業課長 

広島県商工労働局産業人材課長 

広島県商工労働局雇用労働政策課長

 
４ 議　　題

令和８年度県外大学生と県内企業における交流プログラム企画・運営業務の企画提案内容の審査

について

 ５ 担当部署 広島県商工労働局雇用労働政策課

 ６ 開催方法 持ち回り

 

７ 議事内容

提出された提案書を基に書面審査を行い、B 社（株式会社シンクロニシティ）を最優秀提案者

として決定した。 

 

１　審査対象者 

　　Ｂ社　株式会社シンクロニシティ 

２　審査結果 

(1)　審査対象者の評価値 

別紙「公募型プロポーザル結果一覧」及び「評価基準に基づく評価項目別の総合値」のと

おり。 

(2)　各選定委員の主な評価・選定理由 

・　県外大学生と県内企業の meet up は、情報収集・発信に留まらない参加型イベントの企

画性が優れており、学生と企業のメリットを両立させている。また、就職活動前の低学年

次生には、SNS 等の拡散型広報はリーチしないことを理解しており、キャリコンネットワ

ークを活用した推薦型関係構築イベントに仕立てたことを評価し、効果を期待している。

県内外大学と県内企業の meet up はブースコミュニケーションに留まっており、もう少し

工夫が欲しかった。 

・　丁寧に現状や課題を分析した上で、イベント内容等を企画している点、また、類似業務

実績を有し、実施体制も適切である点などから、一定の成果が期待できるものと評価する。 
・　イベント運営の細かい点まで配慮して企画されている点は評価できる。県内外大学と県

内企業の meet up では企業のニーズを基に接点を形成されているが、大学に広島の企業を

選んで推薦してもらうことを目的とするのであれば、大学のニーズを重視した方が良いの

ではないか。 
・　仕様書の内容に沿った提案となっており、安定的な運営が期待できる。イベント終了後

の学生へのフォローアップの自由提案も行き届いた内容となっている。 
・　ゲーム性を取り入れることで、企業と学生の対話機会が十分見込めるほか、参加特典な

どイベント後も広島を喚起する工夫が見られる。


